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研究成果の概要（和文）：幾何学的観点から多重ゼータ関数の非収束領域における挙動の解析を

進め、詳しい情報を得ることが出来た。また多重ゼータ関数の新たな関数関係式を与えた。さ

らに多重ゼータ関数をその特別な場合として含む Witten ゼータ関数の研究も行った。Witten
ゼータ関数の特殊値と最近導入された多重高次 Mahler 測度との関係を解明することで、多重
高次Mahler測度に新たに幾何学的解釈を与えた。 
 
研究成果の概要（英文）：I obtained some analytic information of the multiple zeta function 
by investigating from the geometric aspect. For instance, a new functional relation among 
the multiple zeta functions was obtained. Furthermore, I also researched on the Witten 
zeta function. I showed relations between Witten zeta values and multiple higher Mahler 
measures. Thereby, a geometric interpretation of the multiple higher Mahler measure was 
given.  
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１．研究開始当初の背景 
	
 多重ゼータ関数は、Riemannゼータ関数を
拡張した多変数関数であり、その収束領域に
おいては多くの情報が得られており、特に正
整数点での特殊値は整数論、結び目理論など
多くの分野と関連することが知られている。
一方で非収束領域での挙動については、非正
整数点が不確定特異点になっているなど、構
造が複雑なため解析が難航しており、今まで

にない斬新な研究法が求められている。 
 
２．研究の目的 
	
 本研究は、多重ゼータ関数の非収束領域、
特に不確定特異点での挙動の解析に、新たに
幾何学的観点からの研究を取り入れること
で、いまだ不明瞭な多重ゼータ関数の非収束
領域における解析的挙動の解明を行うもの
である。また、多重ゼータ関数をその特別な
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場合として含む、Wittenゼータ関数の観点か
らも研究を進め、多重ゼータ関数の統一的理
解の深化を目指す。 
 
３．研究の方法 
	
 多重ゼータ関数の不確定特異点の解消を
行うことで、不確定特異点での挙動の解析を
行う。また収束領域と非収束領域での特殊値
間の関係の観察や、テータ級数の対称性を用
いた多重ゼータ関数の関数等式の研究など
を行うことで、多重ゼータ関数の新たな解析
的性質の解明を行う。さらに、それらの研究
を Witten ゼータ関数の観点からも研究を進
める。Witten ゼータ関数は、多重ゼータ関数
をその特別な場合として含むだけでなく、非
常に良い対称性をもつ関数である。Witten ゼ
ータ関数の対称性を用いて、多重ゼータ関数
の新たな性質の解明を行う。	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 多重ゼータ関数の不確定特異点の挙動の
解析については、2 重ゼータ関数の不確定特
異点を完全に解消し、その詳細な情報を得る
事ができた。また、3 重ゼータ関数の不確定
特異点の解消にも着手し、多くの情報を得る
事ができた。また多重ゼータ関数の収束領域
と非収束領域での挙動の対応を観察するこ
とで、多重ゼータ関数の新たな関数関係式を
解明した。この関数関係式は、多重ゼータ関
数の収束領域での挙動と非収束領域での挙
動の間に関係があることを示唆するもので
あり、多重ゼータ関数の性質を解明する上で
重要な研究結果と言える。	
 
	
 Witten ゼータ関数に関する研究も行った。
Witten ゼータ関数の特殊値と、最近導入され
た多重高次 Mahler 測度の関係を解明するこ
とで、多重高次 Mahler 測度に新たに幾何学
的解釈を与える事が出来た。これは、まだ導
入して間もない多重高次 Mahler 測度が、非
常に重要な研究対象であることを示唆する
ものである。また多重高次 Mahler 測度と多
重 L値（拡張された多重ゼータ関数の特殊値）
との関係も示した。これらの研究結果につい
ては内外の研究集会で講演し、多くの聴講者
から好評を得た。	
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